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北海道病院
旧：北海道社会保険病院

札幌北辰病院
旧：札幌社会保険総合病院

登別病院
旧：登別厚生年金病院

秋田病院
旧：秋田社会保険病院

仙台病院
旧：仙台社会保険病院

仙台南病院
旧：宮城社会保険病院

二本松病院
旧：社会保険二本松病院

さいたま北部医療センター
旧：社会保険大宮総合病院

埼玉メディカルセンター
旧：埼玉社会保険病院

千葉病院
旧：千葉社会保険病院

船橋中央病院
旧：社会保険船橋中央病院

東京高輪病院
旧：せんぽ東京高輪病院

東京新宿メディカルセンター
旧：東京厚生年金病院

東京山手メディカルセンター
旧：社会保険中央総合病院

東京城東病院
旧：城東社会保険病院

東京蒲田医療センター
旧：社会保険蒲田総合病院

横浜中央病院
旧：社会保険横浜中央病院

横浜保土ケ谷中央病院
旧：横浜船員保険病院

相模野病院
旧：社会保険相模野病院

湯河原病院
旧：湯河原厚生年金病院

うつのみや病院
旧：宇都宮社会保険病院

群馬中央病院
旧：社会保険群馬中央総合病院

山梨病院
旧：社会保険山梨病院

高岡ふしき病院
旧：社会保険高岡病院

玉造病院
旧：玉造厚生年金病院

大阪病院
旧：大阪厚生年金病院

大阪みなと中央病院
旧：大阪船員保険病院

星ヶ丘医療センター
旧：星ヶ丘厚生年金病院

神戸中央病院
旧：社会保険神戸中央病院

滋賀病院
旧：社会保険滋賀病院

京都鞍馬口医療センター
旧：社会保険京都病院

大和郡山病院
旧：奈良社会保険病院

りつりん病院
旧：社会保険栗林病院

宇和島病院
旧：宇和島社会保険病院

高知西病院
旧：厚生年金高知リハビリテーション病院

下関医療センター
旧：社会保険下関厚生病院

徳山中央病院
旧：綜合病院社会保険徳山中央病院

金沢病院
旧：金沢社会保険病院

福井勝山総合病院
旧：福井社会保険病院

若狭高浜病院
旧：社会保険高浜病院

九州病院
旧：九州厚生年金病院

佐賀中部病院
旧：佐賀社会保険病院

伊万里松浦病院
旧：社会保険浦之崎病院

久留米総合病院
旧：社会保険久留米第一病院

福岡ゆたか中央病院
旧：健康保険直方中央病院

南海医療センター
旧：健康保険南海病院

湯布院病院
旧：湯布院厚生年金病院

宮崎江南病院
旧：社会保険宮崎江南病院

諫早総合病院
旧：健康保険諫早総合病院

熊本総合病院
旧：健康保険熊本総合病院

人吉医療センター
旧：健康保険人吉総合病院

天草中央総合病院
旧：健康保険天草中央総合病院

可児とうのう病院
旧：岐阜社会保険病院

桜ヶ丘病院
旧：社会保険桜ヶ丘総合病院

三島総合病院
旧：三島社会保険病院

中京病院
旧：社会保険中京病院

四日市羽津医療センター
旧：四日市社会保険病院

我ら全国ネットのJCHOは

地域の住民、行政、関係機関と連携し

地域医療の改革を進め

安心して暮らせる地域づくりに貢献します

「理念」

安心の地域医療を支える

本　部
〒108-8583　東京都港区高輪3-22-12　URL http://www.jcho.go.jp/
TEL：03（5791）8220　FAX：03（5791）8258
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愛知県名古屋市南区三条1-1-10 中京病院健康管理センター内
大阪府大阪市福島区福島4-2-78 JCHO大阪病院別館3階
福岡県北九州市八幡西区岸の浦1-8-1 九州病院内
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P.08	【連続企画】JCHO病院における働きやすい
	 職場作りについて【Web会議】
	 札幌北辰病院　看護部長　小泉　由貴美
	 玉造病院　総務企画課長　福田　勢
	 久留米総合病院　事務長補佐　鹿毛　敬子
	 企画経営部　副部長（看護担当）　河嶋　知子
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	 うつのみや病院附属居宅介護支援センター　介護支援専門員　稲葉　陵一
	 神戸中央病院附属介護老人保健施設　副施設長　井下　訓見

P.15	【インフォメーション】

	 地域医療機能推進学会からのお知らせ

P.12	【トピックス】

	 看護師の特定行為研修が始まっています！
	 看護研修課　看護専門職　加藤　由美
	 東京新宿メディカルセンターの先駆的な取り組み
	 東京新宿メディカルセンター　看護部長　野月　千春

P.14	【広報アラカルト】

	 新広報誌「こなつ」発刊への道のり
	 高知西病院　副総看護師長　宮村　みき

介護老人保健施設と院内保育園の交流の一幕（久留米総合病院）



● 2 月 23 日

● 3 月 3 日

● 3 月 24 日

● 3 月 29 日

● 4 月 1 日

● 4 月 1 日

● 4 月 26 日

● 4 月 27 日
〜 28 日

● 5 月 18 日
〜 19 日

● 5 月 19 日

● 5 月 30 日

特定行為研修説明会
　JCHO本部において、各病院の代表者に対し、研修制度の概要や、研修方
法についての説明会が開催されました。また、放送大学学園より、オンライ
ン授業の受講方法についてご説明いただきました。

健康管理部門責任者会議

院長会議
　院長会議が JCHO本部で開催され、平成 28 年度の経営状況及び平成 29 年
度計画等について全国57病院長による活発な議論が交わされました。そして、
JCHOの運営にご尽力いただきました６名の病院長より退任のごあいさつを
いただきました。

厚生労働大臣が指定する研修機関に
　看護師の特定行為研修を行う研修機関として、特定行為 10 区分において平成 29 年３月 29 日付で独立行政
法人地域医療機能推進機構は厚生労働大臣が指定する研修機関に指定されました。

新入職員の入職
　各病院が新入職員を迎えました。尾身茂理事長から、全国２万９千人の
「チーム JCHO」の一員に加わった歓迎の意と今後の活躍を期待するビデオ
メッセージを送りました。

JCHO 版病院総合医（Hospitalist）育成プログラムの運用を開始
　地域医療、地域包括ケアの要として地域住民の多様なニーズに応え、地域住民の生活を支えることが使命で
あることから、他の団体に先駆け、平成 29 年度から地域医療に貢献する医師を育成するため「JCHO版病院総
合医（Hospitalist）育成プログラム」を開始しました。
＜詳細は http://www.jcho.go.jp/hospitalist/ 又は JCHO版病院総合医を検索☝＞

評価者研修会

新任管理職者研修会
　JCHO本部において、新任の病院長、事務部長、看護部長を対象に運営及
び経営等に必要な知識と実践力を取得し、管理能力の向上を図ることを目的
とした研修を行いました。

事務部長・看護部長等会議

副院長研修会

平成 29 年度 第１回特定行為研修管理委員会
　第１回目の特定行為研修管理委員会は、研修計画の立案、複数区分間の研
修計画の相互間調整、受講者の履修状況の管理、修了の評価及びその認定等、
研修の実施の統括管理を行いました。また、委員会終了後放送大学との調印
式を執り行いました。
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当
院
で
は
平
成
29
年
４
月
か

ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。
附
属

介
護
老
人
保
健
施
設
の
玄
関
を

入
っ
た
左
側
で
、
相
談
窓
口
と

し
て
地
域
の
方
々
に
周
知
で
き

る
場
所
に
設
置
し
ま
し
た
。
病

院
の
理
念
で
も
あ
る
「
地
域
の

皆
様
に
安
心
を
提
供
す
る
」
を

目
指
し
、
地
域
住
民
の
方
々
が

「
そ
の
人
ら
し
い
生
活
」
が
継
続

で
き
る
事
を
目
的
に
、
看
護
師
・

主
任
介
護
支
援
専
門
員
・
社
会

福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
が
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
毎
日
、
利
用
者
の

方
を
訪
問
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
調

整
や
顔
繋
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
更
に
幅
広
い
相
談
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
地
域
や
病

院
施
設
と
連
携
を
図
り
、
地
域

の
た
め
に
よ
り
一
層
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
総
看
護
師
長　

安
田
純
子
）

　

平
成
29
年
５
月
８
日
よ
り
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
４

名
の
看
護
師
・
保
健
師
で
開
設

し
ま
し
た
。
開
設
に
あ
た
り
、

平
成
28
年
７
月
か
ら
準
備
を
始

め
、
登
録
患
者
は
３
人
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
院
内
の
ス

タ
ッ
フ
・
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
理
解
と
協
力
で
患
者

さ
ん
は
徐
々
に
増
え
、
半
年
後

に
は
予
定
し
て
い
た
10
倍
と
な

り
ま
し
た
。
当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
モ
ッ
ト
ー
は
『
迅
速
対
応
』、

合
言
葉
は
『
タ
ン
ポ
ポ
の
笑
顔

で
毎
日
訪
問
し
よ
う
』
で
す
。

地
域
方
々
に
笑
顔
の
種
を
た
く

さ
ん
植
え
て
い
き
た
い
で
す
！

そ
し
て
、『
滋
賀
病
院
の
訪
問
看

護
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
』と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
な
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
！

（
副
看
護
師
長　

川
上
亜
希
子
）

　

平
成
29
年
４
月
よ
り
東
京
城

東
病
院
内
２
階
に
亀
戸
東
長
寿

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
江
東
区

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
を

開
設
し
ま
し
た
。
当
院
で
は
平

成
25
年
４
月
よ
り
江
東
区
か
ら

委
託
を
受
け
て
、
豊
洲
駅
前
に

て
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
度
病
院
内
２
階
へ
転

居
し
ま
し
た
。
ご
相
談
の
対
象

は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
、

及
び
そ
の
ご
家
族
で
、
介
護
予

防
事
業
や
介
護
予
防
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
成
、
認
知
症
の
方
な
ど

の
権
利
擁
護
に
関
す
る
ご
相
談
、

介
護
保
険
制
度
等
の
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。
保
健
師
・
社
会
福

祉
士
・
主
任
介
護
支
援
専
門
員

等
と
い
っ
た
専
門
職
を
配
置
し

て
チ
ー
ム
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り

ご
支
援
致
し
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

の
目
標
で
も
あ
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
推
進
に

向
け
て
取
組
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

（
主
任
介
護
支
援
専
門
員　

藤
田
亮
輔
）

　

平
成
８
年
か
ら
み
な
し
訪
問

看
護
を
実
施
し
て
お
り
ま
し
た

が
、こ
の
た
び
管
理
者
１
名
（
副

看
護
師
長
・
緩
和
ケ
ア
認
定
看

護
師
）、
看
護
師
２
名
、
事
務

員
１
名
の
４
名
で
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
設
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
当
院
は
が
ん

診
療
拠
点
病
院
で
あ
り
、
緩
和

ケ
ア
病
棟
を
有
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
が
ん
患
者
さ
ん
の
症
状

緩
和
や
看
取
り
を
含
め
た
在
宅

支
援
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
も
「
住
み
慣
れ
た

場
所
で
そ
の
人
ら
し
く
、
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
こ

れ
ま
で
20
年
か
け
て
築
い
て
き

た
地
域
の
皆
様
か
ら
の
信
頼
に

応
え
ら
れ
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
一

丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
副
看
護
師
長　

佐
々
木
文
子
）

　

２
０
１
７
年
度
、
可
児
と
う

の
う
病
院
内
の
西
部
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
、
土ど

田た

と
帷か

た

子び
ら

地
域
の
２
ヶ
所
と
な
り
、
市

よ
り
受
託
し
ま
し
た
。
可
児
市

の
高
齢
化
率
は
26
％
で
す
が
、

当
院
の
周
囲
に
は
、
40
％
以
上

の
地
区
が
集
合
し
、
包
括
職
員

１
人
当
た
り
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

件
数
は
30
件
を
超
え
て
お
り
、

数
年
前
よ
り
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
増
設
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
は
４
名
か

ら
８
名
に
増
員
の
為
、
配
置
に

は
病
院
の
強
み
を
活
か
し
、
保

健
師
と
社
会
福
祉
士
を
異
動
し
、

病
院
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い

ま
す
。
場
所
は
附
属
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
建
屋
を
改
修

し
、
附
属
居
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
と
共
に
１
ヶ
所
に
集
約
し

て
、【
地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
】

と
し
て
地
域
住
民
の
在
宅
医
療
・

介
護
を
包
括
的
に
網
羅
し
た
事

業
の
展
開
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
看
護
部
長　

福
井
是
子
）

二本松病院 ４月１日開設

滋賀病院 ５月８日開設

東京城東病院 ４月１日開設

徳山中央病院 ６月１日開設

可児とうのう病院 ４月１日開設

（イラストは当院
マスコットキャ
ラクターの『あ
ゆみん』です）

・地域包括支援センターが開設しました・

・訪問看護ステーションが開設しました・
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　地区事務所の再編に伴い、初代北
海道四国地区担当理事を拝命しまし
た内野直樹です。院長、担当理事と
はまた違った視点で現場の皆さんに
係れることで違う刺激を味わえるの
かと思うと楽しみでなりません。消
えてしまった蝋

ろう

燭
そく

の灯が再びともる
機会が出来たと思っております。窓
際からになりますが、宜しくお願い
いたします。

　昨年度に訪問看護ステーションを
立ち上げ、地域包括ケア病棟を開設
しました。JCHO 理念の急性期から
慢性期・回復期さらに在宅への切れ
目ないサービス提供の体制が整いま
した。一方、当院は奈良県内で初め
て院内助産を開始した歴史があり、
周産期を見直し、子育て支援の一環
としての産後ケアシステム導入の検
討など、未来につながる病院を目指
します。

　平成 28 年 10 月から院長に就任し
ました。平成 28 年度は当院にとって
一部の職員が大量退職するという非
常に大きな変化がありました。しか
し、残った職員の団結力が増して、
赤字ながら平成 27 年度より経営状態
が改善しました。今年度はさらに職
員の組織力を高め、今後の地域医療
構想と来年度の診療介護報酬改定を
見据えた病院体制づくりに専念した
いと思います。

　徳山中央病院は山口県周南医療圏
の高度急性期、急性期医療を担う中
核病院として益々その機能の充実、
発展に力を注ぐ所存です。その為に
今後職員一同、財務状況の強化、業
務の改善、人材の育成に努める積り
です。また新たな課題として認知症
症例の増加に対しても院内の体制整
備、近隣の医療機関との一層の連携
を図ってまいります。

　当院は札幌市厚別区の基幹病院と
して地域の人々に対する医療・保健・
福祉の向上に努めてまいりました。
市内でも特に高齢化が進む当地区に
対応すべく本年４月に地域包括ケア
病棟を開設しました。また、地域の
医療・福祉施設との更なる連携強化
に努めたいと思います。当院創設者
の関場不二彦先生の銘「自彊不息」
の精神で職員とともに質の高い医療
を提供していきます。

　平成 29 年４月１日より南海医療セ
ンター院長を拝命いたしました森本
章生と申します。医師になって30年、
消化器外科・腹腔鏡外科・乳腺外科
を専門とする外科医として大分県佐
伯市に赴任し 20 年が経過しました。
その経験を生かし、佐伯の地域医療
維持・改革に貢献できればと考えて
いますので、御支援のほどよろしく
お願い申し上げます。

　平成 29 年４月１日付けで、JCHO
高岡ふしき病院の院長を拝命しまし
た。専門は神経内科で、24 年間、富
山大学附属病院で教育・診療・研究
を行ってきました。高齢化社会では、
脳卒中、パーキンソン病などの神経
疾患や認知症が大きな課題です。今
後は富山県高岡伏木地域における認
知症ケアを含めた地域包括ケアシス
テムの構築を目指して、頑張る所存
です。

　当院は京都の市街地の北部に位置
し、京都の町を一望できる大変眺め
のよい病院です。当院のビジョンは、
「地域の中で存在感のある病院」にな
ることです。今後も急性期医療のさ
らなる充実に加え、温かく良質な医
療を安全に提供することにより、地
域包括ケアの要としての JCHOの使
命を全うしていきたいと思います。

　平成28年８月に院長に就任し、あっ
という間の８ヶ月でした。JCHO の
使命と三島という土地柄、「急性期〜
回復期を中心とした地域に信頼され
る病院」というのが、当面のコンセ
プトです。周産期医療スタッフの確
保にも全力を注ぎつつ、「地域包括ケ
ア病棟」を中心として、地域の期待
に応えるべく努力していく所存です。

北海道四国地区担当理事

内野　直樹

大和郡山病院

松村　正彦

北海道病院

古家　乾

徳山中央病院

那須　誉人

札幌北辰病院

髙橋　昌宏

南海医療センター

森本　章生

高岡ふしき病院

高嶋　修太郎
京都鞍馬口医療センター

島崎　千尋
三島総合病院

松田　義雄

就任のごあいさつメッセージ新任院長
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JCHOグループでは、現在29施設の居宅介護支援センターを運営しています。
今号では、特定事業所加算の算定や在宅強化型介護老人保健施設の取得につい
ての取り組みをご紹介します。

　

当
佐
伯
市
は
九
州
一
の
面
積
を
も
つ
市
町
村

で
、
人
口
７
万
４
千
人
に
対
し
て
高
齢
化
率
は

37
％
と
国
の
平
均
よ
り
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

実
情
に
合
っ
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
す
た
め
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
、

認
知
症
施
策
な
ど
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
地
域
包
括
ケ

ア
を
意
識
し
た
支
援
を
心
が
け
、
事
業
所
全
体

の
質
を
高
め
る
た
め
に
も
平
成
27
年
９
月
よ
り

特
定
事
業
所
加
算
Ⅲ
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
今
回
は
当
セ
ン
タ
ー
の
特
定
事
業
所
と
し
て

の
取
り
組
み
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

特
定
事
業
所
と
は
医
療
依
存
度
の
高
い
方
や

重
度
の
認
知
症
が
あ
る
方
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
困

難
事
例
に
対
応
で
き
る
質
の
高
い
事
業
所
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
、
取
得
す
る
に
は
主
任
介
護

支
援
専
門
員
の
配
置
や
特
定
事
業
所
集
中
減
算

に
該
当
し
な
い
な
ど
、
要
件
や
人
員
基
準
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

実
際
の
相
談
は
、
自
院
の
退
院
支
援
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
依
頼
が
主
で
、
困

難
事
例
に
対
す
る
介
護
支
援
専
門
員
の
役
割
と

し
て
は
、
緊
急
時
対
応
も
想
定
し
た
在
宅
支
援

チ
ー
ム
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
ら
の

対
応
力
は
知
識
や
経
験
か
ら
培
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
年
間
研
修
計
画
に
沿
っ

て
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
向
上
を
図
る
と
共
に
、
毎

月
１
回
の
事
例
検
討
会
を
行
い
、
解
決
策
の
検

討
と
事
例
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
、
事
業
所

全
体
の
経
験
値
を
高
め
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
利
用
者
と
地
域
と
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
、
日
常
生
活
圏
域
で
の
包
括
的
な
支

援
を
行
う
た
め
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
る

サ
ー
ビ
ス
が
特
定
の
事
業
所
に
偏
る
こ
と
が
な

い
よ
う
公
正
中
立
で
効
率
的
・
効
果
的
な
支
援

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
事
業
所
の

主
任
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
は
、
今
年
度
よ

り
介
護
支
援
専
門
員
の
実
務
研
修
実
習
を
受
け

入
れ
て
実
習
指

導
を
行
っ
た

り
、
市
内
の
特

定
事
業
所
の
主

任
介
護
支
援
専

門
員
を
集
め
て

意
見
交
換
会
を

開
く
な
ど
、
地

域
の
介
護
支
援

専
門
員
の
指
導

的
役
割
や
、
他

事
業
所
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

特
定
事
業
所
加
算
を

取
得
す
る
こ
と
は
多
く

の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
加
算

の
算
定
だ
け
で
な
く
質

の
高
い
支
援
を
行
え
る

事
業
所
と
し
て
地
域
の

信
頼
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
今
後
も
特
定

事
業
所
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ

の
理
念
に
基
づ
い
た
運

営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

特定事業所加算Ⅱ 特定事業所加算Ⅲ

1
常勤の主任介護支援専門員等を１名以上配置。
※ただし、業務に支障がなければ、同一敷地内の他の事業所の職務と兼務可。
※「等」とは、年度中に主任介護支援専門員研修を修了する見込みがある者。

2 常勤専従の介護支援専門員を３人以上配置
（当該事業所の管理者との兼務可）。

常勤専従の介護支援専門員を２名以上配置（当該事業所の管理者との
兼務可）。

3 利用者の情報や留意事項などの伝達を目的とした会議を定期的に開催（週１回以上）。
4 24 時間連絡体制を確保し、必要に応じて利用者等からの相談に対応できること。
5 介護支援専門員に対し、計画的に研修を実施（年間の個別研修計画を作成。研修目標の達成状況を適宜評価・改善措置の実施）。
6 地域包括支援センターと連携を図り、みずから積極的に支援困難事例にも対応可能な体制を整備。
7 運営基準減算・特定事業所集中減算の適用を受けていないこと。
8 介護支援専門員１人（常勤換算）の利用者数（介護予防含む）が 40 名未満。

9 法第六十九条の二第一項に規定する介護支援専門員実務研修における科目「ケアマネジメントの基礎技術に関する実習」等に協力又は協力体制
を確保していること。

意見交換会の様子

居宅介護支援センターの効果的な活用特集

地
域
の
介
護
支
援
専
門
員
へ
の
研
修
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

主
任
介
護
支
援
専
門
員
　
國
部
　
昭
夫

南
海
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
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当
セ
ン
タ
ー
の
位
置
す
る
宇
都

宮
市
雀
宮
地
区
の
65
歳
以
上
の
高

齢
化
率
は
、
平
成
29
年
３
月
末
で

26
％
で
す
。
ま
た
、
４
人
に
１
人
が

75
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
社
会
が

到
来
す
る
２
０
２
５
年
を
前
に
し
、

地
域
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
元
で
、

安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
と
の
ニ
ー

ズ
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
介
護

支
援
専
門
員
は
、
利
用
者
様
（
要

支
援
・
要
介
護
者
）
の
状
態
を
把

握
し
な
が
ら
自
立
支
援
に
向
け
た

プ
ラ
ン
を
作
成
、
介
護
保
険
制
度

を
運
営
す
る
要
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
独
居
、
夫
婦
の
み
の
世
帯
の

増
加
、
認
知
症
や
医
療
依
存
度
の
高
い
方
な
ど

の
在
宅
生
活
を
支
え
る
た
め
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス

支
援
（
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
）
の
質
の
向
上

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
11
年
10
月
に
居
宅
介

護
支
援
事
業
所
サ
ン
ビ
ュ
ー
宇
都
宮
と
し
て
介

護
老
人
保
健
施
設
内
に
開
設
。
平
成
18
年
４
月

に
開
設
し
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
雀
宮
に

隣
接
し
て
い
る
た
め
、
病
院
の
入
退
院
・
老
健

の
入
退
所
・
在
宅
で
の
支
援
の
連
携
が
取
り
や

す
い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
介
護

支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
）
４
名
は
、
他
の
資

格
と
し
て
看
護
師
（
２
名
）・
社
会
福
祉
士
（
１

名
）
を
持
ち
、
利
用
者
様
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
支
援
専
門
員
資
格
取
得
を
し
た
職
員
の

配
置
換
え
に
よ
り
、
平
成
27
年
10
月
か
ら
ケ
ア

マ
ネ
が
３
人
か
ら
４
人
に
な
り
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病

院
で
初
め
て
特
定
事
業
所
加
算
Ⅱ
を
取
得
し
ま

し
た
。
特
定
事
業
所
加
算
Ⅱ
の
算
定
要
件
は
、

①
集
中
減
算
（
１
つ
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
８

割
を
超
え
な
い
こ
と
）、
②
居
宅
会
議
の
開
催

や
個
人
で
の
研
修
会
（
院
内
外
の
研
修
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
雀
宮
の
主
催
の
研
修
会
）

参
加
、
③
人
員
の
基
準
を
遵
守
、
④
平
均
担
当

件
数
の
制
限
、
⑤
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
困
難
事
例
の
対
応
、
⑥
ケ
ア
マ
ネ
の
実
務

研
修
の
受
け
入
れ
な
ど
で
す
。
特
定
事
業
所
加

算
Ⅱ
を
取
得
し
た
こ
と
で
、
平
成
28
年
度
は
取

扱
件
数
も
増
加
し
前
年
度
比
で
５
９
３
万
円
の

増
収
と
な
り
ま
し
た
。（
図
１
）

　

さ
ら
に
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス

タ
ッ
フ
・
関
係
各
機
関
・
家
族
と
連
携
し
て
、

自
立
に
向
け
た
生
活
リ
ハ
ビ
リ
・
就
労
支
援
に

取
り
組
み
、
当
セ
ン
タ
ー
利
用
者
を
社
会
復
帰

に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
様
に
、
老

健
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
会
議
の
参
加
や
平

成
29
年
度
か
ら
の
「
社
会
参
加
支
援
加
算
」
の

算
定
に
も
貢
献
が
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
が
掲
げ
る
理
念
に
基

づ
き
、
介
護
支
援
専
門
員
と
し
て
の
資
質
の
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
構
築
の
一
員
と
し
て
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
、
地
域
の
高
齢
者
（
要
介
護
者
）
が

安
心
し
て
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
よ
り
良

い
支
援
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

特
定
事
業
所
加
算
Ⅱ
・
社
会
参
加
支
援
加
算
の
算
定

介
護
支
援
専
門
員
　
稲
葉
　
陵
一

う
つ
の
み
や
病
院
附
属
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
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平
成
27
年
度
の
介
護
報
酬
改
定
に
よ
り
介
護

老
人
保
健
施
設
（
以
後
老
健
）
は
、
さ
ら
に
在

宅
復
帰
支
援
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
区
内
の
高

齢
化
率
が
30
％
越
え
と
は
い
え
９
施
設
あ
る
老

健
の
う
ち
在
宅
復
帰
を
実
施
し
て
い
る
施
設
が

７
施
設
あ
る
た
め
、
当
施
設
で
の
長
期

入
所
を
希
望
さ
れ
る
現
状
が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
当
施
設
が
在
宅
強
化
型
を
取

得
す
る
ま
で
の
在
宅
復
帰
支
援
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
１
月
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
本
部
に
お
い
て

老
健
管
理
者
会
議
が
開
催
さ
れ
、
26
施

設
あ
る
老
健
の
在
宅
復
帰
や
看
取
り
に

つ
い
て
の
施
設
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
当
施
設
の
課
題
が
①
在
宅
復
帰

支
援
パ
ス
の
活
用　

②
入
所
退
所
訪
問

の
実
施　

③
タ
イ
プ
分
け
ベ
ッ
ド
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
等
④
附
属
居
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
（
以
下
居
宅
）
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
①
③
は
作

成
に
よ
り
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
が
、
②
に
つ
い
て
は
人
的
に
も
時
間

的
に
も
困
難
な
状
況
で
し
た
。
そ
こ
で

介
護
業
務
と
の
兼
務
を
行
っ
て
い
る
老

健
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
勤
務
調
整
を
行

い
、
平
日
は
老
健
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
業

務
に
専
念
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
入
所

契
約
時
に
は
他
職
種
が
利
用
者
家
族
と
入
所
前

面
談
を
行
い
、
ケ
ア
目
標
を
設
定
し
た
上
で
入

所
後
に
リ
ハ
ビ
リ
を
見
学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

目
標
評
価
で
は
定
期
的
に
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会

議
（
各
々
の
専
門
職
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ

利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
す
る
会
議
）
へ
、
利

用
者
と
と
も
に
家
族
に
も
参
加
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

経
過
で
ほ
ぼ
在
宅
復
帰
は
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
4
月
に
は
介
護
支
援
ソ
フ
ト
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
で
あ

る
Ｒ
４
の
導
入
と
電
子
カ
ル
テ
化
に
よ
る
他
職
種

と
の
情
報
共
有
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
も
こ
れ
ら

の
実
現
に
助
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
入
所
が
長
期
化
し
て
い
る
利
用
者
の

場
合
は
そ
う
上
手
く
い
か
ず
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
者

会
議
に
利
用
者
家
族
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
ま

で
に
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
老
健
の
支
援
相
談

員
と
居
宅
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
協
働
作
業
で

参
加
を
呼
び
掛
け
会
議
の
趣
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

毎
回
の
会
議
で
は
老
健
の
役
割
で
あ
る
在
宅
復

帰
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
上
で
、
利
用
者
の
在
宅

復
帰
を
行
う
上
で
の
課
題
や
対
応
策
を
検
討
し

ま
し
た
。
④
に
つ
い
て
は
居
宅
の
担
当
介
護
支
援

専
門
員
と
連
携
し
、
老
健
職
員
と
退
所
前
訪
問

指
導
を
利
用
者
と
共
に
自
宅
へ
伺
い
他
職
種
で

課
題
を
検
討
し
、
在
宅
に
戻
る
た
め
の
ケ
ア
や
リ

ハ
ビ
リ
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
家
族
か
ら
は
数
年
ぶ

り
に
家
に
帰
っ
た
利
用
者
の
喜
ぶ
顔
を
見
て
、
少

し
で
も
家
に
連
れ
て
帰
ろ
う
か
と
思
え
ま
し
た
と

気
持
ち
が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
在
宅
復
帰
支

援
と
し
て
居
宅
に
協
力
を
依
頼
し
、
通
所
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
短
期
入
所
療
養
介
護
も
利
用
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
電
子
カ
ル
テ
化
に
よ
り
事
業

が
変
わ
っ
て
も
情
報
は
的
確
に
共
有
で
き
ま
す
。

　

そ
の
結
果
今
年
５
月
よ
り
、
在
宅
強
化
型
（
現

在
60
％
）
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
の
課
題
は
、
栄
養
や
健
康
管
理
が
整
い
リ
ハ

ビ
リ
効
果
が
上
が
る
体
制
作
り
、
事
業
所
や
住

民
と
の
地
域
連
携
等
多
く
あ
り
ま
す
が
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
が
で
き
る
よ
う

「
時
々
入
院
、ほ
ぼ
在
宅
」
と
同
じ
く
「
時
々
老
健
、

ほ
ぼ
自
宅
」
を
目
指
し
、
他
職
種
連
携
・
チ
ー
ム

ケ
ア
を
強
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

在宅強化型

●�在宅復帰率が 50％を
超えていること

●�ベッドの回転率が10％
以上であること

●�要介護度４または要介
護５の利用者が 35％
以上であること

居宅介護支援センターの効果的な活用特集

居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用
し
た
在
宅
強
化
型
介
護
老
人
保
健
施
設
の
取
得

副
施
設
長
　
井
下
　
訓
見

神
戸
中
央
病
院
附
属
介
護
老
人
保
健
施
設
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前
野
◆
社
会
の
働
き
方
改
革
と
し
て
、
イ
ク
ボ

ス
宣
言
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
男
性
の
職

員
や
部
下
の
育
児
参
加
に
理
解
の
あ
る
管
理

者
が
、
部
下
の
育
児
休
業
取
得
を
促
す
な
ど
、

仕
事
と
育
児
を
両
立
し
や
す
い
環
境
作
り
を

率
先
し
て
行
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
　

昨
日
、
尾
身
理
事
長
も
イ
ク
ボ
ス
宣
言
致

し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
な
り
ま
す
。
上
司
の

理
解
が
あ
る
こ
と
で
育
児
に
関
し
て
の
待
遇

は
大
き
く
違
う
と
思
い
ま
す
。
三
つ
の
病
院

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
を
越
え
、
病
院
、

さ
ら
に
は
地
域
に
お
け
る
育
児
の
あ
り
方
を

支
持
し
て
い
く
か
お
話
し
く
だ
さ
い
。

小
泉
◆
札
幌
北
辰
病
院
は
、
許
可
病
床
２
７
６

床
の
う
ち
、
実
働
２
３
８
床
、
診
療
科
は
21

科
、
病
棟
が
６
棟
、
手
術
外
来
部
門
、
地
域

連
携
室
を
含
め
る
と
６
部
門
に
看
護
師
長
等

を
配
置
し
て
お
り
ま
す
。
５
月
１
日
の
看
護

職
は
、
看
護
師
２
１
１
名
で
、
そ
の
う
ち
看

護
師
長
が
10
名
、
副
師
長
13
名
で
、
看
護
ス

タ
ッ
フ
の
正
規
職
員
は
１
８
８
名
い
ま
す
。

育
児
休
業
中
が
、
今
、
15
名
い
て
、
６
月
か

ら
は
さ
ら
に
４
名
、
取
得
予
定
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
各
助
成
や
育
児
の
休
暇

休
業
制
度
を
使
っ
て
お
り
、
育
児
時
間
を
利

用
し
て
い
る
の
は
10
名
で
す
。
院
内
で
は
、

保
育
所
の
設
置
と
、
病
児
保
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
妊
娠
、出
産
等
で
、夜
間
勤
務
や
、座
っ

て
の
勤
務
等
が
出
来
な
い
時
は
、
配
置
転
換

を
行
っ
て
い
ま
す
。
復
職
前
に
は
、
看
護
師

長
、
看
護
部
長
と
面
談
し
て
、
育
児
状
況
や
、

配
置
部
署
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

福
田
◆
玉
造
病
院
は
、
許
可
病
床
３
０
１
床
、

実
働
２
５
３
床
、
主
に
整
形
外
科
、
リ
ハ
ビ

リ
を
中
心
と
し
た
病
院
で
す
。
現
在
、
育
児

時
短
を
取
っ
て
い
る
者
が
４
名
お
り
ま
す
。

看
護
師
２
名
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
１
名
、
事
務

で
１
名
。
10
名
の
男
性
看
護
師
が
お
り
、
１

人
が
育
児
の
た
め
に
特
別
休
暇
を
取
得
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
の
新
入
職
員
も
６
名
中
２

名
が
男
性
看
護
師
で
、
男
性
の
看
護
師
が
増

え
る
傾
向
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
男
性
が
育

児
の
た
め
に
休
暇
を
取
る
と
い
う
環
境
は
、

な
か
な
か
無
い
と
は
思
い
ま
す
け
ど
も
、
看

護
部
は
女
性
が
多
い
と
こ
ろ
で
、
男
性
看
護

師
も
育
児
の
た
め
に
休
暇
を
取
れ
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
を
、
今
後
も
継
続
し
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

河
嶋
◆
男
性
の
育
児
休
暇
の
取
得
者
が
過
去
に

１
名
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か

が
、
看
護
師
さ
ん
で
す
か
？ 

福
田
◆
男
性
の
看
護
師
で
す
。
育
児
休
暇
の
取

得
は
、そ
の
看
護
師
だ
け
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

河
嶋
◆
お
一
人
取
ら
れ
た
ら
、
き
っ
と
広
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
男
性
看
護
師
さ

ん
の
取
得
が
今
後
、
増
え
て
い
く
こ
と
は
い

い
こ
と
だ
な
と
思
い
な
が
ら
聞
い
て
お
り
ま

し
た
。

鹿
毛
◆
久
留
米
総
合
病
院
は
、
全
国
的
に
医
療

過
密
地
域
で
あ
る
久
留
米
の
中
で
、
医
療
と

※WLB＝ワーク・ライフ・バランス

【Web 会議】連　続　企　画

JCHO病院における働きやすい
職場作りについて
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介
護
と
保
健
三
位
一
体
と
い
う
形
で
地
域
に

医
療
を
提
供
し
て
い
る
よ
う
な
病
院
で
す
。

特
色
と
し
て
は
、
主
に
乳
腺
、
婦
人
科
系
の

患
者
さ
ん
が
多
く
、
急
性
期
病
院
と
な
っ
て

い
ま
す
。
許
可
病
床
数
は
１
７
５
床
、
実
働

１
５
４
床
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
看
護
単

位
は
病
棟
外
来
等
合
わ
せ
て
７
単
位
で
、
去

年
ま
で
看
護
師
の
勤
務
形
態
は
、
３
交
代
制

だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
の
４
月
か
ら
一
病

棟
だ
け
２
交
代
に
変
更
し
、
い
ろ
ん
な
働
き

方
の
工
夫
を
し
て
い
る
状
況
で
す
。
現
在
、

育
児
休
業
者
は
、
看
護
師
が
３
名
、
検
査
技

師
が
１
名
、
臨
床
工
学
技
士
が
１
名
、
介
護

福
祉
士
が
１
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

育
児
休
業
明
け
で
育
児
時
間
を
取
得
し
て
い

る
者
が
、
看
護
師
５
名
、
放
射
線
技
師
１
名
、

理
学
療
法
士
１
名
、
介
護
福
祉
士
１
名
と
い

う
状
況
で
す
。

育
児
の
た
め
の
休
暇
を

取
得
し
や
す
い
職
場
作
り

前
野
◆
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
、
育
児
の

あ
り
方
を
、
社
会
、
職
場
で
認
識
が
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
が
医
療
現
場
で
は
、
他
の
業
種

に
比
べ
て
、
取
得
す
る
の
は
難
し
い
と
こ
ろ

も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

福
田
◆
一
般
企
業
と
違
っ
て
、
医
療
現
場
は
女

性
の
多
い
職
場
で
す
の
で
、
理
解
の
あ
る
環

境
で
は
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
看
護
部

以
外
の
職
場
で
は
、
ま
だ
難
し
い
と
い
う
の

は
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

前
野
◆
久
留
米
は
い
わ
ゆ
る
医
療
激
戦
区
の
中

で
、
病
院
長
が
女
性
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

職
場
全
体
で
取
得
し
や
す
い
雰
囲
気
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
が
。

鹿
毛
◆
有
給
休
暇
含
め
て
、
休
暇
制
度
に
つ
い

て
は
、
取
得
し
難
い
と
い
う
こ
と
は
無
い
で

す
。
た
だ
、
有
給
休
暇
を
も
っ
と
、
希
望
ど

お
り
取
ら
せ
て
あ
げ
た
い
っ
て
い
う
気
持
ち

で
は
あ
る
の
で
す
が
、
実
際
の
現
場
で
は
、

希
望
を
出
さ
れ
て
も
シ
フ
ト
の
関
係
上
思
う

よ
う
に
取
れ
な
い
状
況
で
す
。
出
来
る
限
り

の
希
望
を
取
り
入
れ
よ
う
と
努
力
は
行
っ
て

お
り
ま
す
。

小
泉
◆
育
児
休
業
を
取
り
や
す
い
環
境
作
り
が

大
切
で
あ
る
事
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
医
療

従
事
者
は
特
殊
な
技
能
や
知
識
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
上
に
、
人
員
に
も
限
り
が
あ
る

中
で
、
補
充
す
る
た
め
に
工
夫
も
必
要
な
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

福
田
◆
玉
造
病
院
は
、
各
休
暇
の
申
し
出
が
あ

れ
ば
、
本
人
の
希
望
ど
お
り
に
取
得
す
る
こ

と
で
、
調
整
等
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
同

じ
よ
う
な
事
情
は
少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
す
。

シ
フ
ト
の
組
み
方
の
工
夫
・

時
差
勤
務
の
導
入

鹿
毛
◆
久
留
米
で
は
、
育
児
休
業
等
の
特
別
休

暇
に
関
し
て
は
、
復
帰
し
て
か
ら
育
児
時
間

を
取
る
た
め
の
届
出
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
て

い
る
の
で
す
が
、
実
際
に
復
帰
す
る
と
、
現

場
が
忙
し
い
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
業
務
の

都
合
上
、
時
間
外
勤
務
を
強
い
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
若
干
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
と
こ

ろ
も
含
め
て
、
病
院
全
体
で
、
も
っ
と
時
間

外
労
働
の
削
減
を
取
り
組
み
つ
つ
、
各
制
度

を
有
効
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
看
護
課
か
ら
よ

く
聞
か
れ
る
の
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
移
行
後
は
休

日
や
特
別
休
暇
な
ど
の
制
度
が
き
ち
ん
と

整
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
他
の
休
み
を
与
え

る
こ
と
が
難
し
い
。
シ
フ
ト
の
組
み
方
や
、

勤
務
表
作
成
時
も
工
夫
し
て
は
お
り
ま
す

が
、
も
っ
と
努
力
が
必
要
な
の
か
な
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

前
野
◆
定
年
退
職
後
で
あ
っ
て
も
、
経
験
豊
富

な
職
員
に
関
し
て
は
再
雇
用
す
る
こ
と
は
試

み
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

小
泉
◆
も
と
も
と
腎
・
透
析
セ
ン
タ
ー
で
勤
務

し
て
い
た
看
護
師
が
非
常
勤
で
再
雇
用
と

な
っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。

鹿
毛
◆
久
留
米
で
も
定
年
退
職
後
に
１
人
だ
け

看
護
師
の
再
雇
用
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で

す
が
、
本
人
よ
り
病
棟
で
の
勤
務
は
厳
し
い

と
の
こ
と
な
の
で
外
来
の
ほ
う
に
配
置
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
野
◆
玉
造
病
院
で
は
時
差
勤
務
を
導
入
し
て

い
る
と
聞
い
て
ま
す
が
ご
紹
介
い
た
だ
け
ま

す
か
。

福
田
◆
時
間
外
勤
務
の
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。
特
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
所
属
長
と
面
談

を
し
、
私
ど
も
は
８
時
半
か
ら
17
時
15
分
ま

で
の
勤
務
で
す
が
、
放
射
線
技
師
や
薬
剤
師

は
、
い
ろ
い
ろ
機
械
を
立
ち
上
げ
る
の
に
、

勤
務
時
間
30
分
く
ら
い
前
に
ほ
と
ん
ど
の
職

員
が
出
勤
し
て
機
械
の
準
備
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
機
械
を
立
ち
上
げ
る
者

を
当
番
制
で
１
人
決
め
て
、
機
械
の
立
ち
上

げ
業
務
に
当
て
て
も
ら
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。
そ
の
当
番
を
行
っ
た
者
だ
け
は
定
時
前

に
退
社
す
る
こ
と
で
、
各
医
療
ス
タ
ッ
フ
、

看
護
部
も
そ
う
で
す
が
、
な
る
べ
く
、
そ
う

い
う
時
間
外
の
勤
務
に
対
し
て
、
病
院
側
が

久留米総合病院　事務長補佐

鹿毛　敬子
玉造病院　総務企画課長

福田　勢
札幌北辰病院　看護部長

小泉　由貴美
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の
女
性
医
師
に
来
て
い
た
だ
く
際
に
事
前
に

連
絡
を
い
た
だ
い
て
か
ら
一
緒
に
来
て
も

ら
っ
た
り
と
、
柔
軟
な
対
応
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
　

余
談
で
す
が
、
老
健
施
設
の
１
階
の
フ
ロ

ア
ー
に
子
供
が
遊
べ
る
と
こ
ろ
を
ガ
ラ
ス
張

り
で
設
置
し
、
子
ど
も
さ
ん
た
ち
が
遊
ん
で

い
る
姿
が
見
え
ま
す
の
で
、
高
齢
の
方
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
る
姿
が
ほ

ほ
え
ま
し
く
っ
て
、
老
健
施
設
内
が
、
和
む

よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

河
嶋
◆
結
構
、
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

職
員
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
と
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ
る
工
夫

前
野
◆
今
後
の
課
題
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

話
し
願
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
泉
◆
育
児
支
援
に
つ
い
て
、
職
員
が
ど
の
よ

う
に
思
っ
て
い
る
の
か
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で

調
査
を
す
る
こ
と
も
必
要
と
思
い
ま
す
。
育

児
休
暇
後
で
も
、
夜
間
勤
務
の
で
き
る
よ
う

な
職
場
風
土
づ
く
り
や
出
産
、
育
児
で
看
護

師
の
キ
ャ
リ
ア
が
途
切
れ
て
し
ま
っ
た
子
育

て
中
の
職
員
の
キ
ャ
リ
ア
意
識
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
向
上
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し

た
ら
良
い
か
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
は

多
種
多
様
な
福
利
厚
生
が
あ
る
の
で
、
そ
れ

を
利
用
し
て
、
看
護
専
門
職
と
し
て
の
誇
り

や
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
等
、
そ
う
い
う
モ
デ

ル
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な
人
材
を
育
生
し
て

い
く
た
め
に
、
少
し
掘
り
下
げ
て
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

前
野
◆
確
か
に
職
員
の
意
識
を
ま
ず
知
る
と
い

創
意
工
夫
を
す
る
こ
と
で
あ
る
程
度
、
対
応

は
出
来
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

前
野
◆
社
会
が
育
児
支
援
に
つ
い
て
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
全
体
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
が
、
本
部
と
し
て
各
病
院
等
へ
の

理
解
、
指
導
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と

を
す
れ
ば
、
も
う
少
し
浸
透
し
て
い
く
と
い

う
ふ
う
に
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
か
。

河
嶋
◆
看
護
師
は
交
代
勤
務
で
あ
る
こ
と
と
、

一
方
で
社
会
は
、
育
児
支
援
っ
て
い
う
の
が

本
当
に
当
た
り
前
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
い

う
の
も
あ
り
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん

看
護
師
に
な
っ
て
い
く
若
い
方
た
ち
も
、
そ

れ
を
望
ん
で
自
分
が
就
職
す
る
場
所
を
探
し

ま
す
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
全
体
と
し
て
職
員
に
と
っ

て
、
あ
る
い
は
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
て
も
育

て
や
す
い
職
場
環
境
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
き
っ
ち
り
と
ア
ピ
ー
ル
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
　

社
会
に
向
か
っ
て
、
特
に
こ
れ
か
ら
看
護

師
に
な
ろ
う
と
す
る
人
た
ち
、
介
護
職
に
な

ろ
う
と
い
う
人
た
ち
に
、
ど
の
よ
う
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
の
か
。
そ
し
て
、
就
職
し

た
後
に
、
そ
れ
を
ど
う
実
現
し
て
い
く
の

か
っ
て
い
う
の
を
、
本
部
と
し
て
も
き
っ
ち

り
と
示
し
て
、
見
え
る
よ
う
に
し
て
い
か
な

い
と
い
け
な
い
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

前
野
◆
病
院
内
保
育
に
つ
い
て
、
お
聞
き
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

小
泉
◆
０
歳
児
か
ら
未
就
学
ま
で
の
病
院
内
保

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
敷
地
に
限
界

が
あ
る
た
め
、
定
員
は
35
名
ま
で
に
、
正
規

職
員
優
先
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

前
野
◆
地
域
へ
の
開
放
も
一
部
で
は
検
討
が
さ

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

小
泉
◆
ニ
ー
ズ
は
解
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
定

員
35
名
と
い
う
枠
の
関
係
で
、
職
員
が
優
先

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
非
常
勤
職
員
か
ら
の

入
園
希
望
者
も
あ
り
ま
す
が
対
応
出
来
な
い

状
況
で
す
。

前
野
◆
職
員
の
中
で
『
入
れ
る
な
ら
』
と
い
う

ニ
ー
ズ
は
高
い
の
で
す
か
？

小
泉
◆
高
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
育
休

明
け
で
、今
年
度
戻
っ
て
く
る
人
た
ち
の
分

も
確
保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
。

福
田
◆
２
年
前
ぐ
ら
い
か
ら
、
病
院
内
保
育
は

や
っ
て
い
ま
す
。
今
の
お
話
で
大
変
う
ら
や

ま
し
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
、
現
状

で
２
名
し
か
応
募
が
無
い
状
態
で
す
。

前
野
◆
職
員
の
ニ
ー
ズ
は
少
な
い
の
で
す
か
？

福
田
◆
少
な
い
と
い
う
訳
で
は
無
い
の
で
す

が
、
１
カ
月
の
金
額
が
近
隣
の
保
育
園
や
幼

稚
園
と
の
差
か
ら
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
に
希
望

す
る
と
い
う
方
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

河
嶋
◆
ニ
ー
ズ
は
あ
る
け
ど
利
用
者
が
少
な

い
っ
て
こ
と
で
す
よ
ね
。
保
育
環
境
と
金
額

が
マ
ッ
チ
す
れ
ば
、
病
院
内
保
育
を
使
わ
ず

に
外
の
保
育
施
設
を
使
い
た
い
っ
て
い
う
職

員
は
居
る
は
ず
で
す
し
、
そ
う
な
る
と
、
職

員
そ
の
も
の
も
、
特
に
資
格
職
は
他
の
病
院

に
転
職
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
に
も
つ
な

が
り
か
ね
な
い
の
で
。

病
院
内
保
育
や
老
健
施
設
内
の

子
供
の
遊
び
場
の
設
置

鹿
毛
◆
う
ち
の
ほ
う
は
狭
い
こ
と
も
あ
っ
て
、

０
歳
児
か
ら
３
歳
児
ま
で
と
い
う
こ
と
で
決

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
て
い
ま
す
。
３
歳

以
降
に
な
る
と
、
保
育
園
や
幼
稚
園
の
、
お

迎
え
に
来
る
と
こ
ろ
の
場
所
と
し
て
、
提
供

し
た
り
、
そ
こ
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
り
と
い

う
よ
う
な
感
じ
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
利
用
者
は
、
０
歳
児
と
大
き
い
子
ど

も
さ
ん
で
は
担
当
数
が
違
う
の
で
、
定
数
、

ず
っ
と
変
わ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
常
に
７

人
ぐ
ら
い
は
い
る
よ
う
な
形
に
な
り
ま
す
。

正
規
職
員
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
が
、
枠
が

ま
だ
預
か
れ
る
と
い
う
場
合
に
は
、
一
時
預

か
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
非
常
勤

司会：理事（広報担当）

前野　一雄
企画経営部　副部長（看護担当）

河嶋　知子

10



う
こ
と
が
大
前
提
だ
と
思
い
ま
す
。

小
泉
◆
ま
ず
は
現
場
を
管
理
す
る
師
長
が
自
部

署
の
職
員
の
意
識
を
把
握
で
き
て
い
る
か
を

確
認
し
た
上
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
範
囲
を
検
討

し
た
い
で
す
。
師
長
自
身
が
自
部
署
職
員
の

意
識
を
把
握
出
来
て
い
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、

そ
の
部
分
の
教
育
か
ら
必
要
と
思
い
ま
す
。

福
田
◆
各
部
署
、
看
護
部
門
も
含
め
て
、
時
間

外
勤
務
の
取
り
組
み
方
と
い
う
こ
と
で
、
各

現
場
の
所
属
長
か
ら
業
務
内
容
等
い
ろ
い
ろ

な
話
を
聞
い
て
、
対
処
し
て
い
き
た
い
で
す
。

具
体
的
に
は
、
時
間
外
勤
務
が
ど
の
程
度
行

わ
れ
て
い
る
か
を
、
各
現
場
で
教
え
て
い
た

だ
い
て
、
病
院
と
し
て
、
総
務
企
画
課
と
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
勤
務
の
提
案
を
し
て
、
職

員
に
と
っ
て
も
病
院
に
と
っ
て
も
何
が
一
番

良
い
勤
務
体
系
な
の
か
を
議
論
し
て
、
少
し

で
も
時
間
外
勤
務
に
対
す
る
取
り
組
み
を

や
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

鹿
毛
◆
看
護
部
の
ほ
う
か
ら
の
意
見
で
す
が
、

今
後
、
も
っ
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
改
革
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

な
か
な
か
、
看
護
師
長
の
と
こ
ろ
ま
で
相
談

に
み
え
る
と
き
に
は
、
頑
張
っ
て
、
頑
張
っ

て
、
も
う
駄
目
っ
て
い
う
段
階
で
相
談
に
み

え
る
の
で
、
そ
の
前
に
ど
う
に
か
調
べ
た
り
、

様
々
な
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
で
す
。

河
嶋
◆
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
、
育
児
だ
け
で
は

な
く
て
、
全
体
の
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
け

れ
ど
、
ご
意
見
、
私
も
す
ご
く
よ
く
分
か
り

ま
す
。
所
属
長
の
と
こ
ろ
に
話
が
来
る
と
き

に
は
、
も
う
結
論
を
出
し
て
き
て
い
る
の

で
、
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
り
す
る
の
で

す
が
、
早
い
段
階
か
ら
早
く
相
談
で
き
る
体

制
と
か
、
病
院
の
職
員
に
相
談
す
る
仕
組
み

だ
っ
た
り
、
例
え
ば
外
の
臨
床
心
理
士
さ
ん

と
か
で
あ
れ
ば
、
メ
ー
ル
で
相
談
と
か
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
っ
た
り
出
来
れ
ば
。

　
　

い
ろ
ん
な
方
法
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
い

ろ
ん
な
リ
ソ
ー
ス
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
の

が
大
事
な
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　

あ
と
は
、
小
泉
部
長
さ
ん
や
福
田
課
長
さ

ん
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
職
員
の

今
の
認
識
ど
う
か
っ
て
い
う
の
も
あ
り
ま
す

し
、
ど
う
し
て
も
医
療
専
門
職
っ
て
、
24
時

間
働
い
て
当
た
り
前
で
あ
っ
て
、
時
間
外
で

あ
ろ
う
が
、
目
の
前
に
医
療
を
必
要
と
し
て

い
る
患
者
さ
ん
が
い
れ
ば
、
自
分
の
時
間
は

犠
牲
に
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

そ
れ
っ
て
当
た
り
前
で
は
な
い
で
す
し
、
つ

い
最
近
、
大
手
医
療
機
関
が
土
曜
日
の
診
療

縮
小
化
や
、
時
間
外
の
病
状
説
明
は
や
ら
な

い
と
か
、
思
い
切
っ
て
病
院
と
し
て
方
針
を

打
ち
出
し
ま
し
た
が
、
患
者
さ
ん
や
地
域
住

民
の
方
の
ご
理
解
あ
っ
て
の
こ
と
と
は
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
専
門
職
と
し
て
の
キ
ャ

リ
ア
志
向
も
含
め
て
、
で
も
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン

ト
が
必
要
な
と
き
に
は
き
っ
ち
り
と
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
と
い
う
ふ
う
な
考
え
方
が
で
き
る

よ
う
に
、
本
当
に
新
人
の
う
ち
か
ら
教
育
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
の
か
な
と
お

話
を
伺
い
な
が
ら
、
本
部
と
し
て
も
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

前
野
◆
出
産
、
育
児
の
支
援
は
、
地
域
を
生
か

す
要
と
し
て
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
病
院
が
、
率
先
し
て

や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
課
題
が
あ
る
も
の
の
、
ぜ

ひ
と
も
幹
部
が
先
導
し
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
の
社
会
的
使
命
で
あ

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「いきいき働く医療機関サポートWeb」（いきサポ）
のご紹介

　厚生労働省が平成 27 年３月 27 日に、医療従事者の勤
務環境改善に関する情報を提供するために開設された
「いきいき働く医療機関サポートＷｅｂ」（通称：いきサポ）。
　開設から２年が経過し、様々な取り組みが掲載されて
いる他、都道府県ごとの研修会の開催情報も提供されて
います。

・情報を探す
　─国・都道府県・関連団体が行っている取り組み情報

の検索
・事例を探す
　─医療機関が勤務改善に取り組んだ具体的事例の検索
・投稿する
　─医療機関が取り組んだ事例や改善手法の提案などの

投稿
・意見を交わす
　─取り組み事例にコメントすることにより意見交換が

可能

　医療従事者は、心身の緊張を伴う長時間労働や、当直、
夜勤、交代制勤務などにより厳しい勤務環境に置かれて
います。
　人材の定着や質の高い医療サービスの提供を図るため
には、医療従事者が健康で安心して働くことができる環
境の整備が必要です。

【Web 会議】連　続　企　画
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特
定
行
為
研
修
制
度
は
、「
地
域
に
お
け
る
医

療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
、
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
制
度
は
、
診
療
の
補
助
の
う
ち
、

特
定
行
為
を
明
確
化
し
、
医
師
や
歯
科
医
師
が

作
成
し
た
手
順
書
に
よ
り
特
定
行
為
を
行
う
看

護
師
へ
の
研
修
を
義
務
化
し
た
制
度
で
す
。

　

2
0
2
5
年
に
向
け
て
、
厚
生
労
働
省
か
ら

は
、
さ
ら
な
る
在
宅
医
療
等
の
推
進
を
図
る
た

め
に
は
個
別
に
熟
練
し
た
看
護
師
の
み
で
は
足

り
ず
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
判
断
を
待
た
ず

に
、
手
順
書
に
よ
り
、
一
定
の
診
療
の
補
助
等

を
行
う
看
護
師
を
計
画
的
に
養
成
し
、
二
桁
万

人
を
確
保
し
て
い
く
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

J
C
H
O
は
、
地
域
医
療
・
地
域
包
括
ケ
ア

の
要
と
な
る
人
材
を
育
成
し
、
地
域
住
民
の
期

待
に
応
え
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま

す
。
特
定
行
為
を
提
供
で
き
る
看
護
師

を
育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
地
域
医
療

を
支
え
、貢
献
で
き
る
こ
と
か
ら
、今
般
、

特
定
行
為
に
係
る
看
護
師
の
研
修
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
特
定
行
為
研
修
は
、
特
定
行
為

の
み
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
も
の
で
は

な
く
、
病
態
の
変
化
及
び
疾
患
を
包
括

的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す
る
能
力
や
、
治

療
を
理
解
し
、
安
全
に
医
療
・
看
護
を

提
供
す
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

も
の
で
あ
り
、
看
護
を
基
盤
に
、
さ
ら

に
医
学
的
知
識
・
技
術
を
強
化
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

J
C
H
O
病
院
群
の
特
徴
は
、
一
般

病
床
に
加
え
て
、
回
復
期
・
慢
性
期
病
床
、

介
護
老
人
保
健
施
設
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
等
を
有
し
て
い
る
た
め
、
在
宅
へ
の
早
期

移
行
、
在
宅
療
養
支
援
が
重
要
で
あ
り
、
特
に
慢

性
疾
患
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、重
症
化
予
防
等
に
は
、

高
度
な
看
護
実
践
能
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
特
徴
を
踏
ま
え
、
J
C
H
O
に

お
い
て
は
、地
域
医
療
の
場
で
、看
護
師
が
「
治

療
」
と
「
生
活
」
の
両
面
か
ら
、
患
者
の
状
態

看護師の特定行為研修が
始まっています！

Topics

　平成 29年３月 29日付、独立行政法人地域医療機能推進機構（以下、JCHO）は、
看護師の特定行為研修を行う研修機関として、特定行為10区分において厚生労働大臣
が指定する研修機関に指定されました。４月より、34の研修実施病院で 81名の受講
生の研修がスタートし放送大学による共通科目の学習が始まっています。

看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
と
は

J
C
H
O
に
お
け
る
特
定
行
為

研
修
制
度
の
活
用
方
針
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東
京
新
宿
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
　
看
護
部
長
　
野
月
　
千
春

東
京
新
宿
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
先
駆
的
な
取
り
組
み

　

当
院
は
平
成
28
年
２
月
に
特
定
行
為
研

修
指
定
研
修
機
関
の
指
定
を
受
け
、
平
成

28
年
４
月
よ
り
「
栄
養
及
び
水
分
管
理
に

係
る
薬
剤
投
与
」「
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

係
る
薬
剤
投
与
関
連
」
の
２
行
為
３
区
分

の
特
定
行
為
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

共
通
科
目
3
1
5
時
間
、
区
分
別
科
目
合

計
72
時
間
の
全
課
程
を
終
え
て
、
平
成
29

年
３
月
31
日
、
２
名
の
修
了
生
を
輩
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
院
は
就
労
を

継
続
し
な
が
ら
１
年
間
研
修
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
１
施
設
で
行
う
こ
と
が
大

き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
定
行
為
研
修
は
安
全
に
特
定
行
為
を

行
う
こ
と
の
で
き
る
看
護
師
を
育
成
す
る

こ
と
が
目
的
で
す
の
で
、
講
義
、
演
習
、
実

習
の
指
導
は
指
導
医
で
あ
る
医
師
（
臨
床

薬
理
学
に
関
し
て
は
薬
剤
師
）
が
行
う
規

定
に
な
っ
て
お
り
、
当
院
は
共
通
科
目
を

す
べ
て
対
面
で
直
接
医
師
や
薬
剤
師
の
講

義
を
受
け
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

現
在
指
定
研
修
機
関
は
40
施
設
あ
り
ま
す

が
、他
に
例
を
見
な
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
。

　

研
修
修
了
生
を
輩
出
で

き
た
の
は
、
病
院
の
方
針

に
沿
っ
て
惜
し
み
な
い
協

力
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
医

師
56
名
、
薬
剤
師
３
名
を

は
じ
め
、
区
分
別
研
修
で

は
救
急
総
合
診
療
部
、
糖

尿
病
ラ
ウ
ン
ド
チ
ー
ム
等

の
手
厚
い
ご
指
導
の
賜
物

と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は

就
労
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
作
り
ま
し
た
の
で
、
ほ
ぼ
毎
日
２
～
３

時
間
の
講
義
・
演
習
が
あ
り
ま
し
た
。
１

年
間
学
び
続
け
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、

研
修
生
は
目
的
意
識
を
高
く
持
つ
づ
け
必

要
な
医
学
的
な
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
修
了
生
は
、
２
行
為
３
区
分
の
特

定
行
為
を
手
順
書
に
基
づ
き
実
践
で
き
る

よ
う
、
医
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
い
わ
ゆ

る
卒
後
研
修
を
受
け
て
い
ま
す
。
特
定
行

為
研
修
に
お
い
て
看
護
部
は
研
修
を
支
え

る
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
修
了

生
が
実
践
力
を
身
に
つ
け
成
果
を
見
え
る

化
で
き
る
よ
う
支
援
を
続
け
る
所
存
で
す
。

に
合
わ
せ
た
よ
り
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
こ
と

を
重
点
的
に
強
化
す
る
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
糖

尿
病
看
護
、透
析
看
護
、感
染
看
護
、創
傷
ケ
ア
、

在
宅
ケ
ア
の
５
領
域
に
関
連
す
る
特
定
行
為
区

分
の
研
修
を
設
定
し
ま
し
た
。

　　

研
修
受
講
者
の
受
講
要
件
は
、
５
年
以
上
の

実
務
経
験
を
有
す
る
看
護
師
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
所
属
す
る
職
場
に
お
い
て
日
常
的
に

行
う
看
護
実
践
を
、
根
拠
に
基
づ
く
知
識
と
実

践
的
経
験
を
応
用
し
、
自
律
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
、
チ
ー
ム
医
療
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て

機
能
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、こ
の
研
修
は
、
自
分
の
病
院
で
働
き
な

が
ら
研
修
を
受
講
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

多
く
の
J
C
H
O
看
護
師
が
キ
ャ
リ
ア
の
ひ
と

つ
と
し
て
特
定
行
為
を
身
に
つ
け
、
活
躍
の
場

を
広
げ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

J
C
H
O
に
お
け
る
養
成
数
の
目
標
は
、
ま

ず
57
病
院
の
全
看
護
単
位
に
１
名
ず
つ
配
置
す

る
こ
と
を
目
安
と
し
て
、
3
6
0
名
と
し
ま
し

た
。
今
後
、
需
要
が
高
ま
り
、
各
勤
務
帯
に
一

人
の
配
置
や
介
護
老
人
保
健
施
設
や
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
活
躍
の
場
が
拡
大

し
、
J
C
H
O
病
院
群
に
お
け
る
看
護
の
質
向

上
に
も
寄
与
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

各
病
院
に
お
い
て
は
、
将
来
地
域
で
活
躍
す

る
看
護
師
を
育
成
す
る
た
め
に
、
病
院
を
挙
げ

て
全
職
種
で
育
成
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

特
定
行
為
研
修
修
了
者
の

今
後
の
可
能
性
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１．広報誌発刊にいたるまで
　当院は以前、「こころ」という広報誌を年３
回発刊していました。
　「こころ」創刊号は、各部署が原稿を書き、
笑顔の写真とともに掲載されたことを、今でも
はっきりと覚えています。その後 JCHOに移
行した際、広報誌は自然消滅的に休刊となって
しまいました。
　2015年４月、地域包括ケア推進室会が発足
し、活動の一環として広報誌を発刊するよう推
進室長の梶谷副院長から依頼されました。メン
バーは、推進室会の委員で手を挙げてくれた4
名でスタートしました。

２．発刊準備
　編集会議において、年何回発行するのか、
誰に読んでもらうのか、構成はどうするのか、
ページを何枚にするのか、写真はどうするの
か、原稿は誰に依頼するのかなどを検討し発刊
準備をおこないました。
　そして広報誌は地域の住民や患者さんに読
んでもらうことを念頭におき、年３回の発行と
することにしました。内科、外科、整形外科を
中心とした医療情報の提供、講演会、研修会、
院内活動の報告、そして院内各部門の紹介など
を掲載内容としました。創刊号においては院長
挨拶、地域包括推進室長の挨拶を依頼し、行事
の写真を積極的に記録保存しました。レイアウ
トは希望をだしながら、印刷業者さんと相談し
校正作業を進めました。最も熟考したのが広報
誌の名前です。病院名も変わりましたので広報
誌の名前も心機一転変えることにしました。院
内公募し、多くの候補名が集まり期待度の高さ
を感じましたが、検討の結果「こなつ」と命名
されました。丹精こめて育てられる土佐の特産
果実「小夏」は甘さだけでなく適度な酸味があ
り絶妙なバランスのとれた味わい深い果物で
す。40年以上と長きに渡り、この地域の皆様
に育てていただいた高知西病院の再出発にあ
わせ小夏をイメージしました。

３．創刊号発刊
　原稿は、各部署の協力で早く仕上がりまし
た。この分では予定の期日よりも早く発行でき
るのでは、と喜んでいたところ、現実はそう甘
くはありませんでした。写真などの配置、文章
の校正、誤字の見抜かりなどで、大幅に遅れが
生じました。表紙のために撮影した桜の写真は
季節外れとなり、創刊号の表紙は病院の全景と
し、桜は挿絵に使うことにしました。色々と失
敗談はありましたが、なんとか 2016 年創刊
号発刊にこぎつけました。推進室会で、梶谷委
員長から労いの言葉を掛けて頂き苦労が報わ
れた想いでした。

４．今後の展望
　創刊号が発行されるやいなや、２号誌の準備
です。２名の新メンバーが加わり、平均年齢が
ぐっと下がりました。分担できる人数が増え、
アイデアも作業効率も上がりました。２号誌表
紙の写真は、内科の秋澤医師が撮影した秋の紅
葉ベストショットです。３号誌は、看護師のご
主人が丹精込めて育てている、清楚な美しいカ
サブランカでした。次号も職員が撮影した写真
で準備中です。
　広報誌は情報発信の重要な手段です。高知西
病院の認知度を上げるために、地域へのアピー
ルをより広めていかなければならないと考え
ております。一方で患者様やご家族、職員や
連携病院、地域住民のみなさんと広報誌を通
して、コミュニケーションを図る必要がありま
す。ぜひ次号をくださいと患者さんからお声を
いただきました。ご期待に添えるよう、ただい
ま鋭意作成中です。

高知西病院　副総看護師長　宮村 みき

新広報誌「こなつ」
発刊への道のり

広 報 ア ラ カ ル ト
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　一般社団法人地域医療機能推進学会では、平成29年 11月 17日（金）、18日（土）に東京
都港区高輪の TKPガーデンシティ品川及び JCHO本部研修棟を会場に『第３回 JCHO地域医
療総合医学会』を開催することとし、現在、鋭意準備を進めております。
　会長には本学会理事・JCHO中京病院院長の絹川常郎先生にご就任いただき、メインテーマを
『JCHOによる新しい地域医療の覚醒』といた
しました。
　プログラムは、「私の出会いと学び、それを
JCHOのミッションに生かすために」と題する
会長講演に始まり、継続テーマシンポジウムや
各種特別企画を実施するとともに、JCHO職員
の皆様が応募された一般演題（口演発表・ポス
ター発表）を多数発表していただくよう編成作
業を進めております。
　さらに今回は、前人未到の七冠を達成以来、
20年以上将棋界のトップを走り続ける羽生善
治氏に特別講演を行っていただくこととしてお
りますのでご期待ください。
　本医学会は、JCHOに勤務する職員の皆様が
一堂に会し、互いの成果を発表し、意見を交換
する貴重な交流の場です。各セッションで活発
なご議論が行われることを期待し、皆様の参加
を心からお待ちしております。
　開催概要の詳細につきましては、学会ホーム
ページを随時更新してまいりますのでご確認い
ただきますようお願申し上げます。

≪学会ホームページ http://www.jchs.or.jp/ ≫

　平成29年５月18日（木）、19日（金）に JCHO本部研修棟等を会場として、平成29年度事務部会・

看護部会合同総会及び第５回事務セミナー／第１回看護セミナーを開催いたしました。

●平成 29 年度事務部会・看護部会合同総会：５月 18 日（木）

●第５回事務セミナー：５月 19 日（金）

　議題：経営管理について（講師：上西琢也 ㈱日本経営 病院財務事業部）等

●第１回看護セミナー：５月 19 日（金）

　議題：看護師の特定行為研修の推進（講演及びシンポジウム）等

平成29年度事務部会・看護部会合同総会
第５回事務セミナー／第１回看護セミナーの開催

一般社団法人地域医療機能推進学会 事務局長　中村　仁

〜 特別講演　羽生善治氏 〜
第３回　JCHO 地域医療総合医学会

【開催スケジュール（予定）】
※スケジュールは変更する場合がありますのでご了承ください。

●１日目〔11月17日（金）〕
10:30 ～ 10:45	 開会式
10:50 ～ 11:50	 会長講演
12:00 ～ 13:00	 教育セミナー
13:10 ～ 15:40	 継続テーマシンポジウム１、２
	 一般演題（口演発表）
13:30 ～ 15:35	 一般演題（ポスター発表）
16:00 ～ 17:00	 特別講演：羽生善治氏
17:00 ～ 17:30	 職場チームによる業務改善の取

り組み表彰式
17:30 ～ 18:30	 特別企画
18:30 ～ 20:30	 懇親会

●２日目〔11月18日（土）〕
９:00 ～ 12:10	 継続テーマシンポジウム３、４
	 シンポジウム１、２
	 一般演題（口演発表）
11:15 ～ 12:00	 一般演題（ポスター発表）
12:20 ～ 13:20	 教育セミナー
13:30 ～ 15:00	 シンポジウム３、４
	 一般演題（口演発表）
13:40 ～ 15:00	 一般演題（ポスター発表）
15:10 ～ 15:30	 閉会式

〔インフォメーション〕
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北海道

東日本

東海北陸
四　国

近　畿

九　州

北海道病院
旧：北海道社会保険病院

札幌北辰病院
旧：札幌社会保険総合病院

登別病院
旧：登別厚生年金病院

秋田病院
旧：秋田社会保険病院

仙台病院
旧：仙台社会保険病院

仙台南病院
旧：宮城社会保険病院

二本松病院
旧：社会保険二本松病院

さいたま北部医療センター
旧：社会保険大宮総合病院

埼玉メディカルセンター
旧：埼玉社会保険病院

千葉病院
旧：千葉社会保険病院

船橋中央病院
旧：社会保険船橋中央病院

東京高輪病院
旧：せんぽ東京高輪病院

東京新宿メディカルセンター
旧：東京厚生年金病院

東京山手メディカルセンター
旧：社会保険中央総合病院

東京城東病院
旧：城東社会保険病院

東京蒲田医療センター
旧：社会保険蒲田総合病院

横浜中央病院
旧：社会保険横浜中央病院

横浜保土ケ谷中央病院
旧：横浜船員保険病院

相模野病院
旧：社会保険相模野病院

湯河原病院
旧：湯河原厚生年金病院

うつのみや病院
旧：宇都宮社会保険病院

群馬中央病院
旧：社会保険群馬中央総合病院

山梨病院
旧：社会保険山梨病院

高岡ふしき病院
旧：社会保険高岡病院

玉造病院
旧：玉造厚生年金病院

大阪病院
旧：大阪厚生年金病院

大阪みなと中央病院
旧：大阪船員保険病院

星ヶ丘医療センター
旧：星ヶ丘厚生年金病院

神戸中央病院
旧：社会保険神戸中央病院

滋賀病院
旧：社会保険滋賀病院

京都鞍馬口医療センター
旧：社会保険京都病院

大和郡山病院
旧：奈良社会保険病院

りつりん病院
旧：社会保険栗林病院

宇和島病院
旧：宇和島社会保険病院

高知西病院
旧：厚生年金高知リハビリテーション病院

下関医療センター
旧：社会保険下関厚生病院

徳山中央病院
旧：綜合病院社会保険徳山中央病院

金沢病院
旧：金沢社会保険病院

福井勝山総合病院
旧：福井社会保険病院

若狭高浜病院
旧：社会保険高浜病院

九州病院
旧：九州厚生年金病院

佐賀中部病院
旧：佐賀社会保険病院

伊万里松浦病院
旧：社会保険浦之崎病院

久留米総合病院
旧：社会保険久留米第一病院

福岡ゆたか中央病院
旧：健康保険直方中央病院

南海医療センター
旧：健康保険南海病院

湯布院病院
旧：湯布院厚生年金病院

宮崎江南病院
旧：社会保険宮崎江南病院

諫早総合病院
旧：健康保険諫早総合病院

熊本総合病院
旧：健康保険熊本総合病院

人吉医療センター
旧：健康保険人吉総合病院

天草中央総合病院
旧：健康保険天草中央総合病院

可児とうのう病院
旧：岐阜社会保険病院

桜ヶ丘病院
旧：社会保険桜ヶ丘総合病院

三島総合病院
旧：三島社会保険病院

中京病院
旧：社会保険中京病院

四日市羽津医療センター
旧：四日市社会保険病院

我ら全国ネットのJCHOは

地域の住民、行政、関係機関と連携し

地域医療の改革を進め

安心して暮らせる地域づくりに貢献します

「理念」

安心の地域医療を支える

本　部
〒108-8583　東京都港区高輪3-22-12　URL http://www.jcho.go.jp/
TEL：03（5791）8220　FAX：03（5791）8258

地域医療機能推進機構
全国病院MAP
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地区事務所
本部北海道四国地区管理部
東 日 本 地 区 事 務 所
東 海 北 陸 地 区 事 務 所
近 畿 地 区 事 務 所
九 州 地 区 事 務 所

〒108-8583
〒108-0074
〒457-0866
〒553-0003
〒806-0034

東京都港区高輪3-22-12
東京都港区高輪3-22-12 1F
愛知県名古屋市南区三条1-1-10 中京病院健康管理センター内
大阪府大阪市福島区福島4-2-78 JCHO大阪病院別館3階
福岡県北九州市八幡西区岸の浦1-8-1 九州病院内


